
《製造業》

食料品
＜ 岩 手 県 めん類 ＞

＜ 秋 田 県 菓子 ＞

＜ 福 島 県 漬物 ＞

＜ 愛 媛 県 珍味 ＞

＜ 鹿 児 島 県 漬物 ＞

＜ 沖 縄 県 パン ＞

繊維工業
＜ 群 馬 県 外衣・シャツ ＞

＜ 東 京 都 帽子 ＞

＜ 静 岡 県 織物 ＞

＜ 京 都 府 織物 ＞

＜ 香 川 県 手袋 ＞

＜ 熊 本 県 ニット製品 ＞

木材・木製品
＜ 鳥 取 県 製材 ＞

＜ 島 根 県 製材 ＞

＜ 山 口 県 製材・木製品 ＞15.
組合員の平均売上額は、令和５年９月と比べ10％の減少。住宅需要の低迷等により製材品の売上減少が続き、
それに伴い、設備操業度の低下も続いている状況。

12.
受注量が例年の２～３割ほどに留まり、通常通りの稼働もままならない厳しい状況になっている企業が複数社
ある。従業員には休業手当でカバーしているが、売上がない状態で経費が膨らんでおり、不安しかない。

13.
製材品の生産量は先月比で横ばい。合板の生産量は先月比、前年同月比とも減少、合板については製造メー
カーが８月以降値戻しに向けて生産調整に入っていることが影響しているようである。

14.
住宅着工は増えず、他県大手メーカーやビルダーが出雲部へも進出し、既存製材所やプレカット工場は苦境に
立たされている。営業力の強化が不可欠である。

8.
帽子縫製職人の高齢化問題の他に、付属品業界も後継者不足で事業承継が困難な状況。そのため、組合事業と
して、新たに付属品調達の共同購買事業を検討している。

9.
受注はここ半年以上、綿・正絹製品ともに安定して入ってきている。機屋が減少する中、生産の平準化で凌い
でいる。ここ数年のうちに織元による織機増設も検討中。

10.
産地全体として低調な動きに変化なく、９月の白生地生産数量は対前年比84.9％であった。昨今の小売り市況
の情報から推察するとまだまだ産地の厳しい状況が継続すると思われる。

11.
昨年以上に残暑厳しい９月であった。冬物新商品の出荷は始まっているが、昨年の在庫を多く抱える業者から
の受注量は少なく、生産も少ない状況が続いている。

4.
売上については、前年同月とほぼ変わらない企業もあれば、増えている企業もある。しかし、原材料面につい
ては、輸入原材料の高騰や人件費高騰等が続いており、経営の面で厳しい状況は今後も続くと予想される。

6.
人件費高騰により収益が悪化傾向。今後、人件費上昇分をどのように回収できるか課題が大きい。人手不足は
さらなる課題。取引先店舗は増えるが、配送人員不足が深刻な状況。

情報連絡員からの報告（要旨）

7.
10月からの最低賃金上昇の影響を危惧。資材等の高騰も含め、収益悪化が予想されるため、加工賃や製品単価
の値上げ交渉の実施を重要視している。

９月は物価高騰の影響により商品の動きが鈍く、前年同月比で売上が減少している。原材料の値上げも続いて
いるため、前月同様に厳しい状況が続いている。

2.

3.
人件費、包装資材、添加物の値上がりが厳しい。また、値上げをしなければ採算が合わないため、値上げ時期
を各社考えざるを得ない状況にある。

1.
売上に関しては昨年並みで推移。今月より最低賃金が上がるので、仕入コストの上昇と人件費の高騰で益々利
益の確保が難しくなっている。

5.
原料をはじめ資材等の値上がり状況は落ち着くことを知らず、経営状況は月を追うごとに厳しさを増してい
る。その為、製品価格の見直しは必至で、各事業所はそのタイミングを計っている状況である。
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＜ 徳 島 県 製材 ＞

＜ 宮 崎 県 製材 ＞

＜ 鹿 児 島 県 木材・木製品 ＞

紙・紙加工品
＜ 茨 城 県 段ボール ＞

＜ 群 馬 県 紙製品 ＞

＜ 東 京 都 紙製品 ＞

＜ 愛 知 県 段ボール ＞

＜ 岐 阜 県 紙加工品 ＞

＜ 大 阪 府 古紙収集加工 ＞

印刷
＜ 秋 田 県 印刷 ＞

＜ 栃 木 県 印刷 ＞

＜ 大 阪 府 製本 ＞

＜ 兵 庫 県 印刷・同関連 ＞

＜ 高 知 県 印刷 ＞

＜ 長 崎 県 印刷 ＞

化学・ゴム
＜ 愛 知 県 高圧ガス ＞

＜ 富 山 県 医薬品 ＞

26.
需要が薄い中、用紙・資材・人件費等、上昇分の価格転嫁に苦慮している。今後、郵便料金値上げや新聞折り
込チラシの引取り運賃加算などの影響が懸念される。

27.
景況は依然厳しい状況が続いているが､９月に入りようやく動き始めている。ただし、今後10月には人件費
等々が高くなる中で、景況は依然厳しい状況が続く見込みである。

28.
受注件数の減少が顕著である。資材高騰による価格転嫁での値上げにも反して売上総額が減少しており、値上
げしているのに総額が減っているということは、実需が相当に落ち込んでいると思われる。

22.
青果物関係は、需要低迷の影響もあり総じて前年減。その他加工食品関係は、物価高騰による消費低迷の影響
が依然強く、前年割れの様相。総じて当月の段ボール需要は、前年を下回ると予測される。

24.
９月も裾物３品の発生は相変わらず悪い。一部の製紙メーカーは８月の夏季休暇中に古紙の受入れを行い在庫
の確保をした。古紙については予想以上に発生が悪く需給のバランスが崩れている。

25.
９月の売上は、ニーズの変化に伴う紙の印刷需要の低下により落ち込んでいる。なお、今後も原材料の値上げ
が確実であり、価格転嫁ができるかどうかが不安要素となっている。

23.
物価高騰の影響で荷動きが想定以上に悪い。昨年同月比で売上が５％以上減少した組合員が多い。景況感は非
常に悪く、厳しい経営状況となっている。９月も荷動きは悪く、売上回復の兆しはない。

19.
大手は前年並みの生産量をキープしているが、中小は前年より約１割ほど生産量が減少している。取引先の米
菓関係の企業の廃業、倒産が増えてきており、今後の取引を懸念している。

20.
原材料メーカーの値上げ動向が再び顕在化する中、秋以降の物価高騰と消費者の買い控えを懸念している。ま
た、長引く人手不足、電気料金の値上げ、配送運賃の高騰が深刻な状況となっている。

21.
業界のトップ企業が商品１万アイテムの値上げを発表。今後、他のメーカーの追随も懸念される。また、消費
者はインターネット購入の傾向が強く、実店舗の利用者が減り、組合員の経営は益々厳しい状況が続く。

16.
８月の持ち家着工は33カ月連続の前年同月割れという状況の中、特に国産材価格は一段と下げ気味となってい
る。特にスギ・ヒノキの柱・土台が弱い。

18.
令和６年度上半期事業実績の対前年度比は、著しい減量・減益となった。下半期は需要低迷が長引くものと予
測され、市況も好転の兆しに乏しく業界の苦戦は続くものと思われる。

17.
製材業は需要低迷により、厳しい状況が続いている。国内需要にあまり期待できそうになく、輸出を検討する
必要がある。業界全体で新しいことにチャレンジできる環境づくりが大事だと考える。

29.
８月は低調だったが９月は持ち直し、売上増加、設備操業度上昇という良い結果となった。県外需要は好調を
維持しているが、一部の業界で落ち込みも見られた。県内需要も全般に持ち直し傾向が見られる。

30.
売上高は微増も原材料費・光熱費等の価格高騰の影響が続き、収益状況の好転までは至らない状況である。価
格の適正化に向けて配布文書を共有し、転嫁率の回復を目指す取り組みを続けている。

31.
大きな変動は無く、販売量、販売金額とも例年並みの実績で推移した。炭酸ガスについては製造プラントの停
止、休止の影響で通年の玉不足が顕著となっている。

32.
地震に加え豪雨災害もあり、能登地域を廻商する配置販売業者の中には、珠洲市や輪島市の得意先の７割以上
を無くした業者もいる。
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＜ 兵 庫 県 ゴム製品 ＞

＜ 島 根 県 プラスチック製品 ＞

＜ 岡 山 県 ゴム ＞

＜ 広 島 県 プラスチック製品 ＞

窯業・土石製品
＜ 北 海 道 砕石 ＞

＜ 山 形 県 コンクリート製品 ＞

＜ 千 葉 県 生コン ＞

＜ 山 梨 県 骨材・石工品等 ＞

＜ 愛 知 県 陶器 ＞

＜ 和 歌 山 県 セメント・同製品 ＞

鉄鋼・金属
＜ 宮 城 県 機械金属 ＞

＜ 福 島 県 鉄構 ＞

＜ 茨 城 県 鉄鋼 ＞

＜ 千 葉 県 鉄工 ＞

＜ 神 奈 川 県 工業団地 ＞

＜ 徳 島 県 鉄鋼 ＞

一般機器
＜ 群 馬 県 はん用機械器具 ＞

48.
業況は、やや持ち直しの傾向を示しており、現況においても設備操業度が上向きに改善している。ただし、人
材不足による需要の取りこぼしが懸念される中、人件費の上昇が収益をも圧迫している。

49.
自動車関連は低迷が続く一方、半導体関連分野で成長が見られる。コロナ禍で早期にリスク分散を行い、新た
な分野へ進出した企業の成長がみられる。

44.
前月に続いて全鋼材が高止まりしており、建設業界全体が徐々に衰退しつつある事を感じざるを得ない状況。
鋼材高騰等の煽りと人件費高騰により、鉄骨構造の建築がかなり減って来ている。

45.
９月の売上高は対前年同月比で１割程度減少した。建築資材関係・機械部品等の受注が増えてきたが、前年の
水準には達していない。半導体部品・半導体製造設備関連の部品の受注量もまだ回復せず、低水準である。

46.
自動車関連、産業機械全般に受注は低迷が続いている。材料高騰が続いており、買い控えや人手不足等により
生産活動が滞っていることも要因と思われる。

42.
単月でみると前年と同等の需要動向であった。高速道路工事が下支えとなっている。この景況感の影響で民
需・官需とも全体的に工事規模が縮小傾向にある。

43.
大手企業の設備投資意欲が鈍く、売上が減少傾向にある。10月からの最低賃金引き上げ等によって中小企業は
更に経営が圧迫され、厳しい状況が続くと予想される。

37.
販売価格は前年に比べて上昇したものの、運賃や人件費等のコスト上昇から収益は低調の状況が続いている。
空知地域では、公共事業の減少や再生骨材の普及により、砂利のニーズは減少傾向にある。

38.
年度当初より販売価格が原材料価格の上昇に追い付いておらず、そのうえ価格転嫁が他業界よりも遅れている
ため、原材料価格の上昇分に加え、賃金上昇分の値上げを粘り強く進めていく必要がある。

39.
建設現場の人手不足などによる工程や着工の遅延により、出荷が落ち込んでいる。原材料費、人件費、設備投
資など、すべてコストアップとなり、生コン価格への転嫁が追い付かず、経営を圧迫している。

35.
自動車メーカーの操業は戻りつつあるが、まだ前年並みまでは回復していない。労務費の価格転嫁について
は、ほぼお客様のご了解をいただいているが、更なる最低賃金の上昇による経営への影響は大きい。

41.
茶器・食器類の製造元は好転しつつあるが、建築陶器関連は価格の上昇が見込まれないため、収益状況は厳し
い状況が続いている。

47.
業績は好転の兆しが見えてきたが、猛暑と稼働率アップが重なって電気代や燃料代の高騰が収益を圧迫してい
る。特に電気代は２倍程度と異常な額になっている会員もある。

33.
市場の動きが鈍い。ここ数年は夏の暑さが長く続くこともあり、秋冬物商戦に悪い影響を及ぼしている。受注
状況が芳しくなく、今後も苦戦が予想される。

34.
新規金型受注や新製品の開発案件などの受注は堅調で、新規引き合いも継続している。同業他社の廃業や規模
縮小（従業員不足）などの経営状態悪化から自社へ転注される動きが多くあり、対応に追われている。

36.
プラスチック製品の主要需要先である自動車産業界からの受注量がなかなか回復せず、設備稼働も横ばいで全
体的に景況感が重い。

40.
前年同月と比べ売上は▲９％、収益状況は▲12%となった。原材料等の価格高騰分を十分に転嫁できていない
ため、年内も視野に入れた製品価格の値上げを検討している。
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＜ 新 潟 県 機械器具 ＞

＜ 山 梨 県 業務用機械器具 ＞

＜ 岐 阜 県 工業団地 ＞

＜ 三 重 県 一般機器 ＞

＜ 兵 庫 県 業務用機械器具 ＞

電気機器
＜ 長 野 県 電子機械器具 ＞

＜ 山 梨 県 電気機械器具 ＞

＜ 静 岡 県 電気機械器具 ＞

＜ 富 山 県 電子部品・デバイス ＞

＜ 京 都 府 電機機械器具 ＞

＜ 兵 庫 県 電子部品・デバイス ＞

輸送機器
＜ 愛 知 県 輸送機器 ＞

＜ 兵 庫 県 輸送用機械器具 ＞

＜ 山 口 県 鉄道車輌・同部品 ＞

＜ 愛 媛 県 造船 ＞

＜ 長 崎 県 輸送機器 ＞

＜ 大 分 県 造船 ＞

62.
前年同月比26.1％の減収と、2024年１月からでは３番目に低い売上高であった。部門別には船舶関係が35％、
機械関係が11％減収と数値が大きかった。他部門は増収であったが、売上高減のカバーはできていない。

63.
鉄道車両関係の受注量は2024年度下期以降減少となる見通し。2026年度から台湾新幹線の受注見込みがあるも
のの確定までは至っていない。人件費や原材料費・電気料等の高騰により、収益悪化が続くものと思われる。

64.
マンパワーが不足しているという組合員が多く、人材確保に力を入れている。雇用については年々厳しくなっ
ており、特定技能だけでなく、技人国ビザ等の就労ビザでの受け入れ相談が増えている。

58.
原材料価格や輸送費などの値上がりが継続しているため、再度顧客との価格交渉を行っている。数件の顧客は
値上げを承認してくれたため、販売価格は上昇している。電子部品市況は、回復の兆しがある。

60.
国内の自動車販売は、前年同月比0.3％増加し２カ月ぶりに前年実績を超えた。一方、米国の販売台数は、新
車価格の高騰、借入コストの上昇、９月後半のハリケーン被害により、前年同月比12.3％減と減少した。

61.
大きな動きはなく前月同様、受注減少は続いた状況下にある。10月から最低賃金の引上げもあり小規模事業者
ほど苦しい。パート・アルバイト等については、年収の壁の問題が今後年末を迎え生じてくる。

59.
原材料の高騰が継続する中、価格転嫁の進展は認められるが、人件費や労務費分の転嫁に難航している。受注
拡大に注力しているが、負荷増大に対応する人材の確保が困難な状況により苦慮している。

55.
自動車部品関連では、自動車販売台数の低迷により依然として回復には至っていない。精密部品主体の企業
は、自動車関連から多方面への転換が求められており、先行して対応した企業は売上が伸びている。

56.
前年同月と比べ売上は10％増加、収益状況は５％好転した。年末にかけて10％ほどの売上増加を見込んでいる
が、機器の購入価格も５～10％ほど値上がりする予測であるため、収益状況はやや好転すると考えている。

57.
９月の生産は、冷蔵庫は久しぶりに昨年並みに回復、家庭用エアコンと業務用エアコンは西日本を中心に気温
が高く販売が上振れして３カ月連続してプラスとなった。

51.
前年同月と比べ売上・収益状況ともに▲25%となった。業界全体で厳しい状況が続いているが、９月に入り、
景況感のさらなる悪化を感じる。原材料等の価格も高止まりしており先行きは不透明である。

52.
工業団地の中小企業の景況感を表すＤＩ値は２カ月連続でマイナスとなった。売上高は減少企業が大幅に増加
し、販売価格は多くの企業で上昇しているものの、材料費の高騰により収益状況は悪化企業が増えている。

54.
売上は少しずつ増えているものの、製造原価の上昇も激しいので利益を確保するのは難しい。賃上げをしたい
のはやまやまだが、価格の見直しはもどかしいほどゆっくりしか進まない。

50.
短期的な受注増があっても大きな先行きに向けた動きはまだ見られない。運送費や様々なコスト高も続いてお
り、経費や人件費等コストアップにより利益が減少している企業が多い。

53.
ＥＶ関連の動きが鈍く、受注は昨年に比べると減少傾向、売上が上がらないのに原材料や賃金は高騰してお
り、悪循環となっている。長期動向もあまり期待できないため我慢するしかない状態である。

65.
造機関係は、新規工事 やタービン関係の作成工事の受注があり 年内の工事量を確保している。またアフター
サービスなど出張で行い、先月予定より多少工事量が増えている。また、作業人員も多少増員している。

66.
建造船のタイプ変更に伴い、職種により増員中。その中、新規従業員の雇入れ単価が上昇しているが、現在働
いている従業員の単価との差が生じており、難しい対応となっている。
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その他の製造業
＜ 秋 田 県 曲げわっぱ ＞

＜ 東 京 都 ガス圧接 ＞

＜ 神 奈 川 県 工業中心の複合業種 ＞

＜ 愛 知 県 アウトソーシング ＞

＜ 富 山 県 漆器 ＞

＜ 香 川 県 漆器 ＞

69.
先月に続き、好転材料は見当たらない。業種に関わらず比較的早く業務を終了している。大手の動きは悪くな
いようであるが、下請けまではまだ回ってこない様子。年内の廃業を考えている企業も出てきている。

70.
各自動車メーカーの生産において、海外輸出の伸びが良くないため、生産数においても厳しい状況が続く。そ
のため残業が見込めず他業種へ転職者が増加している。下期の自動車生産数に期待したい。

72.
今年に入って材料等の資材が特に値上がりしているため、販売商品も値上げする方向に事業の見直しをせざる
を得ないようになっている。売上も漆器家具全体に低迷している。

71.
県内だけでなく、首都圏での展示会やＰＲ活動も活発に行われ、秋に向けてイベントが増えることから、今後
の需要の増加に期待している。

67.
９月の売上は、前年同月並みであった。材料の仕入れについては、高樹齢材の伐採が少なく、仕入先となる製
材所や市場等に良材が入荷していないため、組合員企業が苦労している。

68.
稼働率の下限値が50％と下降している。また、徐々に現場が減少している。残業時間の上限規制により、仕事
量を調整しており、現場への影響が生じてきている。
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《非製造業》

卸売業
＜ 岩 手 県 水産物 ＞

＜ 宮 城 県 再生資源 ＞

＜ 秋 田 県 野菜青果 ＞

＜ 新 潟 県 袋セメント ＞

＜ 石 川 県 その他 ＞

＜ 沖 縄 県 青果 ＞

小売業
＜ 青 森 県 食料品 ＞

＜ 栃 木 県 食肉 ＞

＜ 東 京 都 青果 ＞

＜ 奈 良 県 スポーツ用品 ＞

＜ 大 阪 府 二輪自動車 ＞

＜ 広 島 県 各種商品 ＞

商店街
＜ 茨 城 県 商店街 ＞

＜ 埼 玉 県 商店街 ＞

＜ 福 井 県 商店街 ＞

86.
街区内の飲食店が閉店した。一方業態の変更も進み、今後も競争が進んでいく事が予想される。チェーン店の
進出で、老舗のお店がますます苦境に立っている。最適なテナントミックスができるか課題である。

87.
イベントの日は来街者数が増えるが、それ以外の日は人通りが少なかった。空き店舗に飲食店が入り開業準備
を進めているなど明るい話もあるが、商店街には営業していない店が多かったりと課題はまだまだある。

82.
物価高騰や原材料費の上昇が影響し、メーカーから体操服や体育館シューズ等の価格改定（値上げ）の通告が
相次いでいる。運動会の規模縮小や時間短縮が消耗品の需要減少につながり、新たな注文が減っている。

84.
当月は天候が良く客数・売上ともに安定していた。スーパーマーケットの週末売り出しによって施設全体の客
数は順調に伸びており、前年以上の売上が確保できている。

85.
原材料費などの仕入価格が上昇しているが、買い控えを懸念して十分な価格転嫁ができていないため、収益の
確保に苦慮している状況が続いている。

81.
猛暑の影響で多くの野菜価格が値上がりし、特に葉物類への影響が大きい。仕入価格の上昇により価格転嫁が
できず、仕入価格以下で販売している商品もあった。

75.
９月の売上は、異常高温の影響を受け、青果物の流通量が相当数減少したため、前年同月比で約80～85％と
なった。今後も１～２カ月程度は、青果物の流通量は不安定な状況が続くと想定される。

76.
９月の出荷実績は、前年同月比で65.7％と例年にないほど激しい落ち込みとなり、今月以降の収益にも影響を
及ぼしそうで心配である。４～９月の今年度の累計出荷数は、前年度比で83.3％の落ち込みとなっている。

78.
９月期は台風接近の影響もあり、県内は天侯が悪く量販店含め引き合いは良くなかった。全国的にも猛暑の後
の降雨といった天候不順となり、仕入価格が高騰したため、収益には結びついていない。

77.
９月度の売上高は昨年対比84％と今期６月から前年度を下回る状況が続いている。中国需要の低迷が一番の大
きな要因だが、地震や自然災害により地元消費の落ち込みも影響している。

83.
販売台数は依然として低迷している。特に50ccスクーターは来年の排ガス規制により生産台数を絞り込んでい
るため品薄であり、需要とのギャップが生じ、中古車取引価格も上昇し始めている。

73.
９月の水産物取扱高は、取扱量750t（前年同月比5.0％減）、取扱金額974百万円（前年同月比6.2％減）で
あった。９月になっても暑さは続き、大雨等の影響もあり、鮮魚の取扱量は前年同月比5.8％減となった。

74.
９月の鉄スクラップ国内相場は大幅下落局面となった。月初から断続的に電炉メーカーの値下げが発表され、
2021年の年初以来の安値水準である。海外需要が減退して需給が緩んだことが主な下落要因だった。

79.
秋の収穫祭等のイベントに出店しているものの、当日の天候により客数と売上が芳しくなかった。また、穀物
の出来、不出来により在庫や値段の不安定さを感じる。特に今後は米の状況を注視していきたいと思う。

80.
世界各国の食肉の需要が高まり、為替との関係で輸入品の高値が続いている。又、異常気象による気温の上昇
で食物の発育が悪く、国内の食肉価格が史上高値になっている。
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＜ 滋 賀 県 商店街 ＞

＜ 福 岡 県 商店街 ＞

＜ 佐 賀 県 商店街 ＞

サービス業
＜ 北 海 道 土木・建築サービス ＞

＜ 神 奈 川 県 温泉旅館・ホテル ＞

＜ 山 梨 県 警備 ＞

＜ 愛 知 県 警備 ＞

＜ 京 都 府 旅館 ＞

＜ 愛 媛 県 ホテル ＞

建設業
＜ 宮 城 県 硝子 ＞

＜ 福 島 県 建設 ＞

＜ 群 馬 県 一般土木建築工事 ＞

＜ 富 山 県 電気工事 ＞

＜ 和 歌 山 県 設備工事 ＞

＜ 香 川 県 総合建設 ＞

運輸業
＜ 北 海 道 一般貨物自動車 ＞

＜ 岩 手 県 倉庫 ＞

100.
引き続き住宅着工件数は低調であるが、リフォーム・修繕が増加傾向にある。公共工事や設備投資が増加して
いるため、下期には収益改善が期待される。

102.
原材料価格の高騰は依然落ち着く気配が感じられない。高コスト化が慢性的に続いているが、発注者への価格
転嫁はしづらいため、利益を圧迫している。また、人手不足も改善の見込みがない。

103.
農産物の繁忙期のため荷動きは良いが、需要に応えられるだけのトラックが手配できず、売上が思ったほど伸
びない。運賃は値上がりしているが、外注運賃や車両価格、修理代の値上がりの方が大きく、収支は厳しい。

97.
材料の輸送コスト増加分を請負価格になかなか転嫁しづらい状況だ。請負価格も競争が激しく、下げないと受
注につながらない。10月から一部材料の値上げの話もあるので、さらなる業績悪化が心配だ。

98.
土木・建築工事共に発注が少なく、前年より受注が減少している。資材高により民間の設備投資は慎重になっ
ており、工場・倉庫等の新設・増設物件も減少している。

99.
酷暑で生産性が低下するとともに、労働時間の確保が困難となっている。また、担い手不足や高齢化、賃上
げ、労働時間規制の影響もあることから、労務単価や適正工期の改善が望まれる。

101.
大きな変化はないが、資材であるケーブルの納期が１～２カ月、高圧ケーブルになると半年近くかかる。まだ
まだ追いついていない状況にある。

104.
９月の事業収入は、対前年同月比で常温品倉庫扱い85.5％、冷蔵品倉庫扱い86.5％であり、全体で86.5％と12
カ月連続で前年収入を下回っている。一方、秋から年末に向け増加傾向の受寄物があり、動きは出ている。

94.
警備業界は夏から秋にかけて繁忙期に入り需給バランスが需要増に傾いたため販売価格が上昇に転じてきた。
これに伴い収益、景況とも好転している。

96.
前年同月が弱かったこともあるが、対前年は大幅増となった。連休もあり、団体・インバウンド等の需要が高
く好結果となった。インバウンド（特に韓国）は継続して好調である。

90.
学生の夏休み期間が終了し人通りが少なくなり、平日の賑わいが減った感じがあり寂しく見える。24時間営業
の激安スーパーも夜中から明け方にかけてのの客数も元に戻ったように見える。

91.
当年度の累計受注契約総額は、前年度に比べて１割程度増えている。適切な価格交渉も見受けられるようにな
り、収益の改善を目指して市場単価調査への積極的な参加に取り組む組合員も多くなってきた。

92.
８月末の台風は、９月１日、２日まで影響を残し、キャンセルが発生した。９月は３連休が２回あり、売上に
大きく貢献した。外国人旅行者が再び多くなっており、特に中国からの家族旅行が目立つようになった。

95.
９月中旬から海外観光客・国内観光客・修学旅行生の宿泊数が順調に増えている。売上高としてはコロナ前に
及ぶ状況にあるが、運営面では人材の確保が急務であり、まだまだ良好とは言えない。

93.
土木建築関連の警備依頼が好調で、前年同月と比べ売上・収益状況ともに３％好転した。警備員不足により受
注を制限せざるを得ない状況であり、新規採用に力を入れる必要性を感じている。

88.
厳しい残暑にお客さまもお疲れモード。依然、景気の低迷を感じる。観光や通勤通学に人は通るが、買い物に
来たのではなく、日差しや雨を避けられる快適な通り道として使われている感じだ。

89.
６月26日からプレミアム商品券を発行したが、売れ行きは好調で９月４日に完売した。酷暑が続いているが、
インバウンドと共に商店街への人出も増えてきており、アーケード内も活気が戻ってきている。
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＜ 秋 田 県 トラック ＞

＜ 栃 木 県 貨物自動車 ＞

＜ 新 潟 県 一般乗用旅客自動車 ＞

＜ 静 岡 県 道路旅客 ＞

その他の非製造業
＜ 千 葉 県 輸出入 ＞

＜ 神 奈 川 県 不動産 ＞

＜ 新 潟 県 砂利採取 ＞

＜ 奈 良 県 質屋 ＞

＜ 岡 山 県 信用組合 ＞

＜ 広 島 県 不動産 ＞114.
不動産市場については、マンション販売が一時期に比べ鈍化している。これからの新築マンション価格は、建
築資材の高騰や人手不足の影響によるコスト上昇に伴い、販売価格も上昇すると思われる。

108.
運送収入は前年同月比で9.5％上回ったものの、令和元年度との比較では▲19.3％と低調。さらに輸送人員に
ついては▲33.4％で前月の▲26.4％よりも低い状況。猛暑や天候不良により旅客需要が落ちている。

109.
先月と比較し全体的に客数は減少し、成田空港第1ターミナル及び第２ターミナルの両店舗合わせて15％ほど
売上減になった。平日の落ち込みが大きいので、客単価の上昇を目指し、商品の入れ替えを考えている。

110.
不動産業界においても７～９月前半は売上が厳しい時期ではあるが、今年は８月後半から売買・賃貸とも売上
が上昇している。良い傾向ではあるが、年末にかけての繁忙期に影響が出るのでないかとの懸念もある。

105.
９月の荷動きの状況は、前年同月比50％、前年比80％となった。輸送スタイルが変化しており、関東圏までを
対象とする事業者や地場仕事を多く行う事業者が増加し、長距離輸送を行う組合員企業は少なくなっている。

106.
地域内の輸送量が減少傾向にあり、遠方への輸送ではコスト面を考えると収益減となっている。燃料価格につ
いても支援額が下がっており、今後支援額が減ることで燃料代が増えてくることが考えられる。

111.
令和６年９月度の骨材生産量は、前年同月比で96.6％、前年累計比で107.4％であり、ようやく目標の前々年
の需要に近づいてきた。価格転嫁も浸透してきているが、賃上げ原資の確保には至っていない。

112.
金の価格は、中東情勢の悪化や米国の利下げにより上昇傾向にある。円安の影響でジュエリーや高級時計、ブ
ランドバッグの相場は堅調に推移しており、インバウンド消費が活発化している。

107.
９月は８月に引き続きやや低調な実績となった。９月はもともと平均的な実績の月となるが、暑い日が多く需
要の拡大を期待したところ、逆の結果となった。

113.
９月も原材料高騰等による影響を受けている企業については資金繰り支援を強化している。11月にしんくみビ
ジネスマッチングも開催することから本業支援も強化していく。
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